
十島村地域交通活性化協議会 平成２１年３月２日設置 

                                                            平成２２年３月１９日連携計画策定 

○地域公共交通の課題 
 ・奄美大島まで週1便のため利便性を向上する必要がある。 
 ・毎年、多額の欠損を生じているため新たな観光客誘致に 
  よる航路経営の安定が必要 
 

○事業の主な内容 
 ・名瀬便増便の実証運航（年間８航海） 
 ・旅行商品の開発（空路を利用した奄美大島と宝島を含めた 
  ツアーを実施する。 
 ・島内観光受入態勢の整備 
 ・情報発信の強化 
 ・島内二次交通サービスの充実 
  

○地域公共交通の現況 
 ・本土と本村各島及び奄美大島を結ぶ十島航路が唯一の 
  公共交通機関 
 ・奄美大島まで1便、本村宝島まで1便の週2便の運航 
 ・航路の特異性から補助金を受けながら運営 

十島村にとって、鹿児島や村内有人島を結ぶ唯一の交通手段である十島航路は、毎年、多額の欠損を生じているような状況と
なっていることから、住民の利便性の向上及び観光客誘致による航路経営の安定に資するため、宝島～名瀬便間を８航海増便
して、旅行商品の開発や島内二次交通サービスを充実させて、十島航路全体の旅客数の増加を図る。 
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